
1 ɽ͸͡Ίʹ
　水道事業にお͚るアセットマネジメントに関す
る手Ҿき（ް生࿑ಇল　2009年）の参ߟཝではh マ
クロマネジメントはܦӦऀからの視఺でࢪ設を܈
れとして管理するのにରし、ϛクロマネジメント
はݸผࢪ設管理ऀからの視఺でࢪ設͝とに管理す
る。ɦ とされています。
　今ճはϛクロマネジメントにお͚る1%CAサイ
クϧについてৄࡉ事ྫをड़べ、初ظにお͚るऔ૊
みํからΤϏσンスの࢒しํ、レベϧアップのํ
法等について分かりқく঺介していきます。
2 ɽϛΫϩϚωδϝϯτ1%$"αΠΫϧ
� ʵ �ɹ1-A/ʢ計ըཱҊʣॳظஈ֊
　औ૊み当初は、ϛクロマネジメントにׂ͚る人
員もݶられるため、ର৅とする機ث఺数について
ॏ要度・Өڹ度の高いものから機ثを選定し、過
去の実੷等をもとに保શํ式の選定や੔උස度の
設定を行います。ここでॏ要なのはઌず1%CAサ
イクϧをնし࢝めることです。
� ʵ �ɹD0ʢӡసɾҡ࣋؅ཧʣॳظஈ֊
　 2 － 1 で計ըした内༰にԊって఺ݕ・修સを行
い、設උ୆帳とর合Մ能な統一されたॻ式で఺ݕ・
修સ結果を࿙れなく記録します。
� ʵ �ɹC)&C,ʢ機ೳ਍அʣॳظஈ֊
　 2 － 2 で記ࡌしたσータから機ثのҟ常の༗ແ
を൑断し、ঢ়ଶによってはਫ਼ີ診断を実ࢪします。
� ʵ �ɹAC5*0/ʢධՁʣॳظஈ֊
　 2 － 1 ～ 3 で実ࢪした一連の内༰のଥ当ੑを評
価して、ଥ当ੑがٙわれるようであれ͹保શํ式
や੔උස度などのݟ直しを行います。
� ʵ �ɹ1-A/ʢ計ըཱҊʣҰఆؒظ経աޙ
によりϛクロマネジメントがスムーζに行ݧܦ　
えるようになったஈ֊でॏ要度・Өڹ度が中ఔ度

の機ثもগしずつର৅にՃえ、計ըをݟ直します。
またマクロマネジメントとの連ܞの໘から֤छ੔
උのコストࢉ定ݕ౼をॱ次行っていきます。
� ʵ �ɹD0ʢӡసɾҡ࣋؅ཧʣҰఆؒظ経աޙ
　ର৅機ثの఺ݕ・修સ記録はコストをؚめて後
からࡧݕできるようなॻ式でవめていきます。
� ʵ �ɹC)&C,ʢ機ೳ਍அʣҰఆؒظ経աޙ
　一定ؒظで஝ੵしたσータを࢖用してਫ਼ີ診断
等の൑定ج४のݟ直しを行っていきます。さらに
診断手法についてもଐ人化のՄ能ੑがある定ੑ的
手法から診断用機ྨثを࢖用した定ྔ的手法への
స׵を図ります。
� ʵ �ɹAC5*0/ʢධՁʣҰఆؒظ経աޙ
　一定ؒظで஝ੵしたσータを評価して保શํ式
や੔උස度のݟ直しを行います。またマクロマネ
ジメントとの連ܞの໘から֤छ機ྨثの-CCࢉ定
。を行っていきます౼ݕ
3 ɽεύΠϥϧΞοϓ

2 － 1 ～ 8 でड़べたように、ϛクロマネジメン
トにお͚る1%CAサイクϧはಉじレベϧを܁り返
すわ͚ではなく、サイクϧ͝とに利用できるσー
タを૿やして診断することによりਫ਼度を上げた
り、コスト໘のݕ౼もՃえるなどしてより高いஈ
֊へスパイϥϧアップしていくことがॏ要です。
　しかしながら、֤サイクϧにお͚るレベϧアッ
プの度合いは一様ではなく、前ճサイクϧとほと
んど変わらない৔合もあれ͹、前ճサイクϧから
大きくジϟンプアップする৔合もあります。
� ɽ͓ΘΓʹ
　υッάイϠーとݴわれるほどٸ଎な変化を൐う
Ϗジネスの世界では1%CAサイクϧは࣌ૣ࠷୅஗
れともݴわれていますが、機ྨثのྼ化がٸ଎に
はਐ行しない保શ管理の世界ではまだまだ༗益な
手法であることにؒҧいありません。

マクロマネジメントと連ܞしてアセットマネジ
メントを行うために、ϛクロマネジメント1%CA
サイクϧを運用しଓ͚ることが必要となります。
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